
一

第
六

十

四
号
議
案
　
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例

第
六
十
四
号
議
案

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
四

項
及
び
法
第
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
八
条
第
一
項
の
検
査
に
係
る
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
の
規
模
、
同
項
及
び
法
第

三
十
七
条
第
一
項
の
検
査
に
係
る
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
の
特
定
工
程
の
追
加
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
法
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条　

こ
の
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
意
義
は
、
法
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
中
間
検
査
を
要
す
る
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
の
規
模
）

第
三
条　

法
第
十
八
条
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
規
模
の
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
令
（
昭
和
三

十
七
年
政
令
第
十
六
号
）
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
工
程
等
）

第
四
条　

法
第
十
八
条
第
四
項
及
び
法
第
三
十
七
条
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
工
程
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

特
定
工
程

特
定
工
程
後
の
工
程
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二

一　

盛
土
を
す
る
前
の
地
盤
に
対
し
段
切
り
を
行
う
工
事
の
工
程

盛
土
を
す
る
工
事
の
工
程

二　

擁
壁
の
設
置
の
た
め
の
根
切
り
を
行
う
工
事
の
工
程

擁
壁
を
設
置
す
る
工
事
の
工
程

三　

擁
壁
の
基
礎
地
盤
の
改
良
を
行
う
工
事
の
工
程

擁
壁
を
設
置
す
る
工
事
の
工
程

四　

擁
壁
の
基
礎
ぐ
い
の
打
込
み
を
行
う
工
事
の
工
程

擁
壁
を
設
置
す
る
工
事
の
工
程

五　

擁
壁
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
も
の
に
限
る
。
）
の
鉄
筋

の
組
立
て
を
行
う
工
事
の
工
程

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
工
事
の
工
程

六　

擁
壁
の
根
入
れ
部
分
（
練
積
み
造
の
も
の
に
限
る
。
）
を
築

造
す
る
工
事
の
工
程

擁
壁
の
地
表
面
を
超
え
る
高
さ
の
部
分
を
築
造
す
る
工
事
の
工
程

七　

盛
土
の
内
部
に
排
水
施
設
を
設
置
す
る
工
事
の
工
程

排
水
施
設
の
周
囲
を
砕
石
そ
の
他
の
資
材
で
埋
め
る
工
事
の
工
程

八　

盛
土
の
内
部
に
透
水
層
を
設
け
る
工
事
の
工
程

透
水
層
の
上
面
に
盛
土
を
す
る
工
事
の
工
程

２　

知
事
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
工
事
（
法
第
十
五
条
又
は
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
法
第
十
八
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の

特
定
工
程
を
含
む
と
き
は
、
東
京
都
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
工
事
主
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

３　

工
事
主
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
前
項
の
許
可
に
係
る
工
事
に
着
手
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
当
該
工
事
の
工
程
を
示
す
書
面
（
電

磁
的
記
録
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

知
事
は
、
工
事
主
が
第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
工
程
を
二
以
上
の
工
程
に
分
け
て
施
工
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
工
程
を
含



三

第
六

十

四
号
議
案
　
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例

む
工
事
の
計
画
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
二
以
上
の
工
程
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
工
程
を
特
定
工
程
と
し
て
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
知
事
が
指
定
し
た
工
程
以
外
の
工
程
は
、
特
定
工
程
で
な
い
も
の
と
み
な
す
。

５　

知
事
は
、
前
項
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
工
事
主
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
盛
土
規
制
法
調
書
）

第
五
条　

知
事
は
、
盛
土
規
制
法
調
書
（
以
下
「
調
書
」
と
い
う
。
）
を
調
製
し
、
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

知
事
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
工
事
が
施
行
さ
れ
る
土
地
の
所
在
地
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
事
項
を
調
書
に
登
録
す
る
も
の
と

す
る
。

３　

知
事
は
、
調
書
を
常
に
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
よ
う
に
保
管
し
、
か
つ
、
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
写
し
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４　

調
書
の
調
製
、
写
し
の
交
付
の
請
求
そ
の
他
調
書
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（
公
表
）

第
六
条　

知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
監
督
処
分
を
行
っ
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
監
督
処
分
の
年
月
日
、
内
容

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し

　

二　

法
第
二
十
条
第
二
項
又
は
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
施
行
の
停
止
又
は
災
害
防
止
措
置
の
命
令

　

三　

法
第
二
十
条
第
三
項
又
は
法
第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
土
地
の
使
用
の
禁
止
若
し
く
は
制
限
又
は
災
害
防
止
措
置
の
命
令

（
委
任
）

第
七
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
提
案
理
由
）�



四

　

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
施
行
を
踏
ま
え
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
に
伴
う
災
害

を
防
止
す
る
た
め
、
中
間
検
査
に
関
す
る
規
制
の
強
化
等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。


